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1 鳥ᡴ峠の地ⶶ ● 7 27 ● ●
鳥ᡴ峠を⚟ᾆഃへ下った街道筋にあったものが現在地に移されたもの。高さ約120㼏㼙、ᖜ約60㼏㼙を測る༙⫗᙮り立ീ
で、明治3（1870）年の㖭がある。

2 峠の地ⶶ ● 7 27 ● ●
⚟ᾆから岡山県᪥生町ᐮ河へฟる峠の国道ἢいにある。地ⶶ堂の中に♭られ、ീ高42㼏㼙を測る᙮りのᆘീ。台座に
は明治17(1884)年の㖭がある。

3 ㏄えの地ⶶ ● 7 ● ●

くちの池(ู名・西のハ䝇池)ሐ防南➃のⅆⴿ上跡に東を向いて♭られ、高さ約127㼏㼙を測る板☃である。正面に「南無
㜿ᘺ㝀ష」と้まれている。ⅆⴿ場の㏄え地ⶶであった。

4 古土ᡭ地ⶶ ● 7 8 27 ●
ീ高30䟛の༙⫗᙮り立ീ。下༙部がḞᦆしている。

5 大Ἡ地ⶶ ● 7 27 ● ●
ኳ๎Ⲩ神社へ至る山道のᡭ前にあり、高さ約43䟛の᙮り立ീである。現在はコンクリート〇の堂に♭られ、ṑ③に㟋
㦂があるとされる。

6 赤ノ峠の地ⶶ ● 7 27 ● ●

ീ高87㼏㼙を測り、台石には「ᘯ化எ(1845)年ᕭ正᭶」の㖭がある。かつては旅人のᏳを㢪って備前国へᢤける寺
山街道に通䛪る赤ノ峠の八合目に建立されていたが、峠を通る人もᑡなくなり、昭和54(1979)年2᭶18᪥堂Ᏹ新築の
㝿、現在地に移しᏳ置された。

7 折方橋の地ⶶ ● 7 27 ● ● ●

折方橋の正面に建立されていたが、道路ᣑ張計画のため、昭和49(1974)年8᭶に堂Ᏹを新築して現在地に移された。2
体あり、一つはീ高60㼏㼙の᙮りᆘീで、⏨子ฟ⏘を♳㢪するとᚲ䛪⏨の子が生まれるといわれ、神戸・ጲ路方面から
も参ユする人があった。台座はูの石仏のものを転用している。もう一体は༙⫗᙮りの立ീである。

8 長Ᏻ家の地ⶶ ● 7 ● ●
長Ᏻ家のある当がお㏄え地ⶶを寄進建立したが、ⅆⴿ場⤫合により移転、堂Ᏹを新築してᏳ置された。ീ高73䟛、
ᐶᨻ11（1799）年造立の᙮りᆘീ。

9 ᘏ命地ⶶ ● 7 ● ●
ീ高81㼏㼙を測り、୧ᡭでᐆ⌔をᣢった᙮りの地ⶶ。台石の正面には「ᘏ命地ⶶ⸃」、ྑഃ面に「昭和十八(1953)
年建之」の㖭がある。

10 ┿木地ⶶ ● 7 27 ● ●

ീ高84㼏㼙を測る༙㊜ീ。台石正面には「南無㜿ᘺ㝀仏」と้まれている。ྑᡭに㘏᮫、ᕥᡭにᐆ⌔をᣢつ。鳥ᡴ峠の
頂上より東10ｍほど北ഃに建立されていたが、昭和45(1970)年頃に堂Ᏹの新築の時、現在地に移された。

11 ᶵケ谷池の地ⶶ ● 7 8 ● ● ●

ᶵヶ谷池のᕤ事≛≅者のෞ⚟、池のᏳຍ護を♳㢪して池のሐ西ഃに♭られたもの。昭和23（1948）年造立、ീ高80
䟛の᙮り立ീ。

12 一ᮏ松の地ⶶ ● 7 ●
明治11（1878）年に造立された、ീ高94䟛を測る᙮り立ീ。

13
見┿大ᖌ石仏
(ぶ㮭上人)

● 8 ● ●
大きな自然石の上に♭られたീ高52㼏㼙を測る༙⫗᙮りᆘീ。ഃ面に昭和12(1937)年1᭶の㖭がある。

14 播磨備前国境石 ● 7 27 32 ●

㮁和の⥘ᓮは、かつては◁ნ≧に⣽長く◁地ఙびる地形を࿊しており、その◁ნ上に播磨国と備前国の国境石が建て
られていた。表に「ᚑ取揚ᓥ見通シ」とあり、下部に「東播磨ᅧ」「西備前ᅧ」と୪グされ、ྑに「ᚑ東播磨ᅧ」、ᕥに
「ᚑ西備前ᅧ」と้まれている。

15 鳥᧙の道ᶆ ● 7 27 ●
播磨と備前とを結ぶ街道ἢいにあった。高さ56㼏㼙、ᖜ28㼏㼙を測る花ᓵᒾ〇で、「ྑ䚷かたかみ䚷ᕥ䚷は(カ)満䚷䚷道」とあ
る。

16 旧街道の道ᶆ ● 7 27 ●

旧街道にἢった田ῲ橋の㝿にあり、「東䚷より東䚷赤穂へ里」、「北䚷田ῲ橋䚷道ᶆ」、「南䚷旧街道䚷道ᶆ」、「西䚷
より西䚷᪥生へ里」と้まれている。⚟ᾆが岡山⸬にᒓした時代から、赤穂との関わりの深かったことがうかがえる。旧
街道は現在、⊃い農道としてわ䛪かに原形をとどめているにす䛞ない。

17 ሐ防水門ᡬ ● 8 ●

岡山⸬池田ᛅ㞝の時代に実施された➨1期ᖸ拓事業により、古土ᡭሐ防に取り付いていたと考えられる、長さ約
178㼏㼙、ᖜ約94㼏㼙、ཌさ約25㼏㼙を測る花ᓵᒾ〇の板≧石造物である。「ᐶỌභ（1629）年ᅄ᭶十一᪥䚷川ᮏ村స䝿門」
と้まれている。ᐶỌ橋付近の川ᗏから見つかった後にⅆⴿ場に移され、台として利用されていた。

18 古土ᡭ石ⅉ⡲ ● 8 ●
自然石を組み合わせたⅉ⡲で、道路改ಟでⱝᖸᇙまり、現在の高さは約2.7ｍである。古土ᡭとは岡山⸬池田ᛅ㞝の
時代に実施された➨1期ᖸ拓事業の㝿の₻Ṇめሐであり、石ⅉ⡲も当時のものであろう。

19 ᜊヶの石☃ ● 8 ● ●

⥘ᓮにあるᜊヶは、⨾しい自然の◁で、かつては海水ᾎや、₻ᖸ⊁り、キ䝱ンプなどで㈰わったという。ᜊヶの名
前の由᮶としてḟのような話がఏᢎされている。昔、この海辺に漁を生業とするⱝい夫፬が௰╬まじくᬽらしていたが、
ᔒの᪥にもかかわら䛪夫は漁にฟていき、夫はᖐら䛼人となってしまった。その後もしばらく夫をംびჃくጔのጼが見ら
れたが、やがて夫をᜊいះうጔは、海に入水してᯝてたという。◁にฟるまでの道のഐらに「ᜊ⬟者満」の石☃が建て
られており、この☃からᑡし㞳れたところに1基の౪養☃がある。☃の正面中ኸには「ᲙᏐ(キリーク・㜿ᘺ㝀)ᐮ㟖ί⯪ಙ
ኈ㞽」とあり、そのྑには「ᢎ応三(1654)年生国平Ᏻ城中御カ⨾カ」と、ᕥに「ᴟ᭶(12᭶)᪥ఫ国ⱁᕞ䚷北川ோᕥ⾨
門」とある。

20 ຊኈの☃ ● 8 ●

昭和24(1949)年建立。昭和2(1927)年に大㜰ゅຊ協を合ేし᪥ᮏの相᧞を一ᮏ化した㝿、相᧞協を㏥き郷里の
㮁和にᖐったቑຬྜྷ㑻(正木ྜྷ㑻)は地方相᧞に㈉⊩したという。赤穂の地方相᧞(草相᧞)の地ඖຊኈをംび石
☃を建立した。

21
┿木開拓グᛕ☃
㮁和⪔地整⌮グᛕ☃

● 8 ● ●

㮁和はඖ᮶平野がᑡなく、生⏘ᛶにஈしかった。大正ඖ(1912)年に⪔地のᣑ大が計画され、翌年8᭶31᪥に⪔地整⌮
が❹ᕤされた。約17haであった⪔地は約58haとなり生活は豊かになった。このᜠᜨをグᛕして、大正13(1924)年6᭶に、
岡山県⚟河村の⚟ᾆに生れた₎学者水利有⤊によってされた☃を建立したものである。ྑ横には┿木の開拓をグ
ᛕして明治18(1885)年に建立された石☃がある。┿木の国道ἢいにあったが、国道改Ⰻᕤ事にకって現在地に移され
た。

22
⡆᫆水道敷設完成
グᛕ☃

● 8 28 ● ●

ኳ神山の山〈にあり、Ⲩ尾ኴ㑻ྜྷらによって大池の水の流れを利用してᑓಟ寺裏に水源となる⁀池がつくられ、昭和
10（1935）年に⡆᫆水道が完成したことをグᛕした石☃。石ヶᓮ集ⴠの水⎼として利用された。大正13(1924)年建立。

23 ᶵヶ谷池のグᛕ☃ ● 8 ● ●
大正5(1916)年から昭和5(1930)年の約15年のṓ᭶をかけた、ため池造成と8町歩余の水田開発のグᛕ☃。昭和5(1930)
年の建立。

24 ⋢垣階ẁ完成グᛕ☃ ● 8 ●

⚟ᾆ八幡ᐑの⋢垣・階ẁ建設の寄付㔠のເ集にᑾຊしたᯬᮏ定ྜྷ氏➼が発㉳人となり氏子、総代、ጤဨなどが三者
一体となり神域の⨾化のためにຊを合わせて完成したグᛕ☃。大正2(1913)年建立。

25
ᾘ防5分ᅋワ所
移転新築☃

● 8 ●

以前はᏐ田中の集所付近にあったが、昭和6(1931)年に石ヶᓮに新築移転。その時のᾘ防組ᖿ部、地区役ဨの名が
้まれている。昭和58(1983)年のワ所改築にకってワ所前に設置された。国道改Ⰻᕤ事により、平成14(2002)年に現
在地の㥔在所前に移設された。

26 ⸨原兵ኴ㑻⩝㡴ᚨ☃ ● 8 ● ●

⸨原兵ኴ㑻は、⚾財をᢞじるとともに身をもって土木ᕤ事に⢭ບし、かつては‵地帯であったが、約20haの新田開拓を
行った。開拓地は兵ኴ㑻の姓を取って「⸨原新田」と呼ばれ、新田ᒃఫ者は兵ኴ㑻のຌ⦼をㆭえて昭和11(1936)年に
㡴ᚨ☃を建立した。

27 ⣖ඖ千භ百年グᛕ☃ ● 8 ●

昭和15(1940)年建立。⣖ඖ2,600年をグᛕしてሷ屋国民小学ᰯにዊ建していたが、戦後のᰯ舎改築の㝿に松ᓮ中ᑗが
折方ฟ身ということから現在地に移された。

28 花道山ᮏඛ生☃ ● 8 ●
花道のᖌをᚸび子ᘵ有ᚿが建立した。明治後期の建立。

29 水利ඛ生᪖ᚨ☃ ● 8 ● ●

名は新㑻、┿ᖿ号を有⤊といい、ᘏඖ(1860)年に⚟ᾆで生まれ、ᗂくして学ၥをᚿし8ṓで村ሿに入った。東ிᖇ
国大学の古科進学をあきらめ郷ᰯᩍ⫱にᑓᛕ、赤松・片上・三石村の児童をᩍえるഐら⚾ሿを開ᰯし40年にわたり
₎学を村の子ᘵらにᩍえた。また村社八幡ᐑの社ᤸ(神⫋)としてもᬌ年をᑾくした。大正15(1926)年建立。

30 ྜྷ栖ᜠᖌ☃ ● 8 ● 昭和2(1927)年、㐲近の子ዪのために⦭をᩍえたことにᩗពを表してその子ᘵが建立した。

31 ྜྷ栖ඛ生☃ ● 8 ● 昭和6(1931)年建立。

32 栄ಇኴ㑻᪖ຌ☃ ● 8 ● ●

Ᏻᨻ3(1856)年⚟ᾆ生まれ。ኊ年ᩍ⫱にᚑ事し、相生小学ᰯに在⫋後に⚟ᾆ小学ᰯでᩍ㠴をとる。㎡⫋後、村議ဨ
などṔ௵し、後に⚟河村長にබ㑅された。ᖖにບ⢭で≉に土木ᕤ事にຊをὀいだ。さらにᮏ村漁業組合、法光寺建
にあたりそのຊ㔞を発した。亀山ᮏ㢪寺で急㏽ཤ。このṚをみ有ᚿが᪖ᚨ☃を建てた。昭和2(1927)年建立。

33 㢠田ඛ生之☃ ● 8 ● ●

㢠田氏は⚟河村の名家で、ᜨᅄ㑻はኊ年になり小学ᰯᩍဨ、3期12年⚟河村長を務め、その後も子ᘵを集めኪ学を開
ᰯした。そのᚨを㏣ះして☃を建てた。大正7(1918)年建立。

34
ᨾ㝣㌷一➼༞
ྜྷ栖ྩ神道之☃

● 8 ●
明治20(1887)年建立。
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地域の歴史
文化の視点

赤穂を代表する歴史文化

35 岡ඛ生之☃ ● 8 ●
子ᘵのᩍ⫱にᑾຊし学務ጤဨ、村議ဨなどをṔ௵したᖾ平のඃれた学ᚨをംんで、ሿ生たちがグᛕにを建てᜠ
人にሗいた。明治27(1894)年建立。

36 八幡ᐑのᴋ木 ● 8 ● ● ⚟ᾆ八幡ᐑの参道入口に氏子が植ᶞしたᖿ周り4.8㼙、ᶞ㱋400～500年とఏわる市内最大のク䝇ノキが୪ぶ。

37 ኳ神山古ቡ ● 34 ●

かつて折方Ꮠኳ神山の䝭カン山の中ኸにあった後期古ቡで、ቡୣは流ฟし、石ᐊの石組が㟢ฟしていたという。残存し
ていた石ᐊは長さ4.5ｍ、ᖜ87䟛、高さ1.65㼙あり、㡲ᜨჾ小片が採集されている。昭和41（1966）年にᕤ場敷地造成用
の土取場となり、その後のᏯ地化のためᾘ⁛した。

38 ┿木㈅ሯ ● 34 ●
⏿を開ቧ中に発見されたもので、ハイガイ・ア䝃リ・ハマ䜾リなどの㈅類、ᐊ町期のና形土ჾがฟ土し、ᐊ町時代ึ期か
ら中葉にできた㈅ሯと推定されている。

39 ኳ和田ノᾆ㈅ሯ ● 34 ● 田⏿を開ቧ中に発見されたもので、ハイガイ・ア䝃リ・ハマ䜾リなどが多㔞にሁ積している。

40 正八幡ᐑ（⚟ᾆᮏ町） ● 8 33 ● ●
祭神に௰ယኳⓚ、神ຌⓚྡྷ、応神ኳⓚ、᪥子穂ᡭ見命を♭る。また境内のⲨ神社は㡲బ之⏨命、㔠ẝ⨶社は大物
命を♭り、⚆の下には「Ⲩ」「㔠」の㨣瓦が置かれている。

41 ឡ神社 ● 8 ● ●

祭神はⅆ⏘㟋神。法光寺裏の山腹に立地し、ⅆの神としてᓫᣏされている。建立時期不明であるが、古⪁の話では八
幡ᐑより前からあったとされる。一時期八幡ᐑに合♭され、村にⅆ⅏が多発したため土◁㝆りの㞵の᪥にඖの場所に
♭ったところ、ⅆ事がᑡなくなったとのபわれがある。

42 ኳ๎Ⲩ神社 ● 8 ● ●

祭神は㡲బ之⏨命。地ඖでは通称「ᐑ谷」と呼ばれている。ኳ和年間(1680年前後)に岡山⸬によるᖸ拓事業の㝿、土
地の氏神を♭るために建立されたとఏわる。旧ᮏẊから㑚ஂ郡బ山村のᐑ大ᕤ5人が文ᨻ3(1820)年6᭶に建立と᭩か
れた棟ᮐが見つかっている。現在のᮏẊは昭和29(1954)年7᭶に建。

43 龍神社（⚟ᾆ新田） ● 8 33 35 ● ● ●

祭神にᑡ童神、大山♲神、道祖神を♭る。境内社として、✄Ⲵ神社とᜨẚᑑ神社があり、それぞれᏱ㏑之御㨦神とᜨẚ
㡲を♭る。由᮶はᐑᓮฮ部の龍㏥治による建立とする説（赤穂の昔話）と、Ἀの大ሐ防ᵓ築ᕤ事の㝿に⯟行やᕤ事の
Ᏻを♳㢪して建立とする2説がある。また戦時中には「⋢よけ神社」として㐲᮶からの参ᣏ者で㈰わった。

44 ሷ㔩神社（古池） ● 8 30 33 ● ● ● ●

祭神にሷ土⪁⩝、建御㞾神、経津神を♭る。古池ሷ田をᖸ拓する㝿に、ሷ田の神様を♭るために建立したとされる。
神社の裏にはᜨẚ㡲神社と㤳ሯが♭られている。

45 八幡神社(折方) ● 8 33 ● ●

由᮶は不明、祭神は௰ယኳⓚ・応神ኳⓚ・神ຌⓚྡྷ。かつては折方村の田中・南・奥・◁子・石ケᓮの各地区ごとに八
幡神社・Ⲩ神社・ᶒ現神社・ኳ⋤神社・ኳ神社が♭られていたが、明治40(1907)年頃に八幡神社に合♭された。参道・
境内には、各神社から移設された多ᩘの石造物がある。ᣏẊには、明治45(1912)年に北ᲄ文ಙが描いた⩏ኈ画ീ図
絵馬がዊ納されている。『播ᕞ赤穂郡ᚿ』には「八幡ᐑ䚷山林境内十間(約90ｍ)භ十間(約108ｍ)、下⏿一(約900
㎡)ᐶỌᕭ(1625)年㝖地」とある。

46 Ⲩ神社(鳥᧙) ● 8 33 ● ●

祭神は⣲ᡆႲᑛ。ኴᐓ神社・㖹ᓥ八幡神社を合♭。境内には「大正八(1919)年十᭶」㖭の備前↝〇の≻≟がある。10
᭶の大祭に⯙う⊺子⯙は、平成8(1996)年に市の無形民俗文化財に指定されている。また境内下に「カ䝽」と呼ばれる
水がある。

47 八幡神社(㖹ᓥ) ● 8 ● ● ●

慶長5(1600)年、播磨国の㡿となった池田㍤ᨻは、翌年赤穂郡代にᆶ水༙ᕥ⾨門を௵命し、㡿国西南➃のᏲ護神と
してᘚ財ኳ・ఫྜྷ・八幡を㖹ᓥ(㖹戸ᓥ)に♭った。その後、東のሷ田開拓のため慶長10(1605)年に八幡神社のご神
体は尾ᓮの地(赤穂八幡ᐑ)に移され、社は鳥᧙Ⲩ神社の西に移されたという。

48 Ⲩ神社(┿木) ● 8 33 ● ●

祭神は⣲ᡆႲᑛで、八幡神社を合♭する。境内には「ᐆᬺභ子(1756)年᭶十ᅄ᪥」㖭の石ⅉ⡲や、備前↝〇の
≻≟などがある。┿木の峠南方には、合♭された八幡神社の御神体が流れ╔いたとされる大きな自然石がも残され
ている。

49 ኳ⋤神社跡 ● 8 ● ●
境内、ᮏẊ、ᣏẊの石垣が残されている。一村一社ไのため明治40(1907)年に八幡神社に合♭され、鳥ᒃなどが移築
されたという。

50
ᶒ現神社跡
（織₲ᶒ現）

● 8 32 ● ●
参道の石ẁ、ᣏẊあるいは絵馬堂があったと思われる境内の石垣、ᮏẊの石垣・石ẁが残されている。明治40(1907)年
に八幡神社に合♭され、鳥ᒃなどが移築されたという。

51 法光寺 ● 8 29 ● ●

ί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴの寺院。Ọ和2(1376)年に┿ゝ᐀法光院として創建され、文明5(1473)年にί土┿᐀に改᐀。当時は
八幡ᐑの西に置する小さなᗡの寺院で、ඖ和年間(1620年頃)に↝後、ඖ⚘4(1691)年に建。明治32(1899)年、栄
ಇኴ㑻や㢠田ᜨᅄ㑻らのᑾຊにより、現ᮏ堂が建立された。山号は⫇㤶山。

52 ᜨ↷院 ● 8 35 ● ●

⮫῭᐀ጁ心寺ὴの寺院で、ᐆᬺඖ(1751)年、ຍ里屋の㝶㮆寺世↷山の㞃᳇として建立され、㔘㏑牟ᑽ仏、観㡢
⸃、✄Ⲵを♭る。観㡢⸃は平Ᏻᮎ期のసといわれ、ᕞの人のసとఏわる。⸃が⪁፠のክに現れ、海からᣠい上
げて♭ったというఏᢎがある。境内にᏳ置される3体の地ⶶは、昔から「ஙの地ⶶ」と呼ばれ、文化3（1806）年、文化8
（1811）年の㖭があるもので、⫱児の無事成長を㢪うዪᛶの参ユが多い。平成17（2005）年に石仏の堂Ᏹ新築。赤穂の
昔話には、「きんこんさん」という旅のᆓを௬ఫまいさせた施設としてⓏ場する。（赤穂の昔話）

53 ίᑓ寺 ● 8 ● ●

㜿ᘺ㝀ዴ᮶をᮏᑛとするί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴの寺院。Ọ正3(1506)年、ᮏ㢪寺八代のⶈዴ上人にᖐ౫し、ᑛ号を⏦しཷ
け開基したとఏえられる。山号は大成山。境内にはᮏ堂をはじめ、㚝ᴥ、庫⿹、᭩院、山門(ᅄ⬮門)、⸆医門(通用門)が
ある。

54 ᑓಟ寺 ● 8 ● ●

ί土┿᐀ᮏ㢪寺ὴの寺院で、ᮏᑛは㜿ᘺ㝀ዴ᮶。織田ಙ長がຍ㈡㉺前をᨷめた折に高田ᑓಟ寺(ᮏ山は三㔜県津市
一身田町、ᮏ寺はᰣ木県┿岡市高田)より分かれて㏨れ、ᮏ地に移ったといわれる。寺号の由᮶は、ί土⣔᐀ὴの≉
ᚩであるᑓಟᛕ仏による。山号は大谷山。境内には山門(⸆医門)・ᮏ堂・㚝ᴥ・庫⿹がある。境内地の北西には、⡆᫆
水道敷設完成グᛕ☃が建てられている。

55 ⸆ᖌ堂（⚟ᾆᮏ町） ● 8 ● ●

かつては堂前に水があり、⏘後にஙのฟない፬人が㣧めばஙがⰋくฟるとされ、近在の人々が水をồめにゼれた。
昭和62(1987)年、正八幡ᐑ参道前のබ園に移築。堂内には⸆ᖌീのほか地ⶶが2体Ᏻ置されており、旧街道田ῲ橋北
50ｍのところに旅人のᏳを♳㢪して建立されたが、ಶ人Ꮿに♭られた後、台風で堂がቯれたため⸆ᖌ堂内に移され
た。1体は᙮りᆘീ、もう1体は舟形後⫼をᣢつ༙⫗᙮りの地ⶶである。

56 水神ᐑ ● 8 ● ● ●

西ノの➃、ኳ神山の山〈にあり、石ヶᓮ集ⴠの水⎼として古くから利用されていた。集ⴠの水道としては赤穂では早
く、昭和10(1935)年には⡆᫆水道として完成した。ኳ神山地区の造成によってᇙἐするのを㑊けるため、造成中の10年
間はಶ人Ꮿの大ᒾの⬥に移転され、完成後に現在地に♭られた。ഐらには旧戸のഃ石を使った石☃が建てられて
いる。

57 お大ᖌ堂 ● 8 ● ● ●
赤穂八十三␒ᮐ所であり、大ᖌ座ീを♭る。堂のྑᡭ裏に水があり「お大ᖌ水」と呼ばれて㣧料水にされていた。新
田地区の戸水はሷ分が多いため、㌺屋、八㌺屋からもᢸいᱩで水をỮみにきていた。

58 観㡢堂（᪥々ᗡ） ● 8 ● ●
ඖは、㖹ᓥ(㖹戸ᓥ)にあったが、昭和32(1957)年に現在地に移された。千ᡭ観㡢ീを♭る。堂前に建つ「᪥々ᗡ」の石
☃には「ኳ保⏥༗(1834)年正᭶八᪥」「施䚷木生谷栄三㑻䚷根々子小ḟ㑻」の㖭がある。

59 西ሷ田跡 ● 8 30 ● ●

古代から〇ሷがおこなわれていたሷ屋では、近世になり池田時代～ὸ野時代～森時代とሷ田開拓を行った。尾ᓮ地
区・御ᓮ地区の東ሷ田に対して、ሷ屋地区は西ሷ田と呼ばれ、ᐆỌ3(1706)年で95町28␇ほどあったとされ、西
での平ᆒ生⏘高は約10石と推定されている。西はとして「┿ሷ」と称する上方向けの上㉁ሷを生⏘し、大坂市
場をᚓពඛとしていた。

60 ⸨原新田 ● 8 28 30 ●
㮁和の南は広大なⴺ原であった。ఫ民が⸨原兵ኴ㑻をᣍいて相ㄯし、大正3(1914)年にᖸ拓が㉳ᕤされ、大正8(1919)
年に約20haの造成が完成した。

61 古池ሷ田跡 ● 8 30 ● ●

ா和ඖ(1801)年、備前国和Ẽ郡⚟ᾆ村とᐮ河村の百姓が、⚟ᾆ村Ꮠ古池周辺のᖸ₲のᖸ拓を岡山⸬に㢪いฟた。そ
の後文ᨻ6(1823)年には2町82␇25歩༙(約2.8ha)の入ሷ田が完成したが、生⏘ᛶはపく、〇ሷがఱ度か中Ṇされ
ることもあった。昭和29(1954)年になると流下ᘧሷ田による〇ሷが行われ、昭和46(1971)年のᯞ᮲架の廃により〇ሷ
が中Ṇされた。現在もᯞ᮲架᧔ཤ時の様子をそのまま残しており、㈗㔜な㑇ᵓとなっている。

62 Ἀの大ሐ防 ● 8 ●

岡山⸬の時代に実施された➨2期ᖸ拓事業の㝿の₻Ṇめሐであり、240間(約432ｍ)にわたる長大なሐ防である。ᵓ築
には三ẁ積みᕤ法が用いられた。施ᕤのᩘ年前に入㟁山、八㌺屋、黒㰯のᒾ石をᢞ入してἾᗏのỿ下を待ち、さらに
ᤞ石を敷いて、その上に石ᮦを積んだ。ᖸ拓事業は新田開発で実⦼を残し、㛩谷学ᰯの経Ⴀや後楽園の造Ⴀなどに
もຊをὀいだ岡山⸬郡代津田㔜ḟ㑻Ọᛅがᢸ当した。現在はコンクリート〇になっている。

63 ᮏ町寺東ⅆⴿ場跡 ● ●

以前は市道新田線と備前⚟河駅道路の三ཫ路付近にあったが、昭和30(1955)年に国鉄赤穂線が赤穂・᪥生間に開通
するため、山林に移転した。その後昭和38(1963)年の赤穂市との合ేによって市Ⴀᩪ場を利用することとなり廃場となっ
た。⚟ᾆにはほかにᮏ町寺西、古土ᡭ、新田㌺家、新田八㌺家、古池にもⅆⴿ場があったが、現在すべて廃場と
なっている。
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64 ⚟ᾆ小学ᰯ跡 ● 8 ●
明治6(1873)年に創立された。明治22(1889)年に⚟ᾆ・ᐮ河小学ᰯが⤫合されてᑜᖖ⚟ᾆ小学ᰯと改称する。明治
32(1899)年に⚟ᾆᰯ舎がಽቯした後、明治35(1902)年にᐮ河東奥に移転した。

65 兵庫県・岡山県の旧境⏺ ● 7 ● 昭和38(1963)年に岡山県᪥生町⚟ᾆ地区が赤穂市に編入合ేしたため、兵庫県と岡山県の境⏺はኚ᭦された。

66 旧街道 ● 7 8 27 ● ● ᪥生方面につながる街道。

67 ⚟ᾆ峠 ● 7 27 ●
兵庫県と岡山県の境⏺、赤穂市と備前市の境目にある峠。

68 鳥ᡴ峠 ● 7 8 27 35 ●

㮁和┿木と⚟ᾆとの間の峠。『せ㘓』では「鳥ᒃ峠」とグ㍕されている。赤穂市が⚟ᾆを㉺県合ేするまでは播磨国
（兵庫県）と備前国（岡山県）の境⏺にあたり、赤穂の昔話にはかつて␒所があったことがグされている。（赤穂の昔話）

69 採石地 ● 8 ● 現在も採石場があるが、古くから採石が行われており、近代には㜰神間へᗞ石の㟂せもあった。

70 入㟁池 ● 8 35 ●
地名。民話によるとᐑᓮฮ部によって矢で୧目をᡴたれた龍がもがきⱞしんでのたうちまわっているところに、㞾がⴠち
て池ができたとされる（赤穂の昔話）。現在は⚟ᾆ漁 となっている。

71 ᶵケ谷池 ● 8 ● 7歩余りの水田開発のために築かれたもので、大正5（1916）年に╔ᕤし、昭和5（1930）年完成した。

72 古池（折方） ● 8 ● 折方川ἢいに築かれた池。

73 新池（折方） ● 8 ● 折方川ἢいに築かれた池。

74 鳥ᡴ峠池 ● 8 ● 鳥ᡴ峠西ഃに築かれ、満水時貯水面積16,000㎡を測る、⚟ᾆ地区で最大⣭の池。

75 西の谷池 ● 8 ● ⚟ᾆᮏ町の法光寺西の中の谷川ἢいに築かれた池。

76 新池（⚟ᾆᮏ町） ● 8 ● 口の池よりさらに山ഃに築かれた、満水時貯水面積14,600㎡を測る、⚟ᾆ地区で最大⣭の池。

77 口の池 ● 8 ● ⚟ᾆᮏ町地区のඹ同地西ഃに築かれた池。

78 中の谷池 ● 8 ● ⚟ᾆᮏ町のḟ㑻ኴ夫川ἢいに築かれた池。

79 中河原池 ● 8 ● 赤穂カンツリークラブ内に築かれた池。

80 Ⲵ子台池 ● 8 ● 赤穂カンツリークラブ内に築かれた池。

81 Ⲵ子谷池 ● 8 ● 赤穂カンツリークラブ内に築かれた池。

82 奥の池 ● 8 ● 成瀬川ἢいに築かれた、満水時貯水面積15,500㎡を測る、⚟ᾆ地区で最大⣭の池。

83 南池 ● 8 ● 石ヶᓮኳ神山の山〈に築かれた池。

84 ⸨原新田池 ● 8 ● ⸨原新田は大正8(1919)年に⸨原氏による20余町歩の農地が開かれた。

85 戸ᓥ用水 ● 8 28 ● ● 山ᓮ山山麓の戸ᓥᯠからᑟ水された旧赤穂上水道は、㮁和まで敷設されていた。

86 取揚ᓥ ● 7 36 ● ●

千種川河口ඛの播磨ℿにある3,562㎡の小ᓥ。江戸ึ期に播磨国と備前国との間でこのᓥの㡿有ᶒதいがあり、ᖥᗓ
が取り揚げたことによる。のちᓥの東を播磨、西を備前㡿と定められた。現在もᓥ上の石ᶆから⥘ᓮ海岸に建つ国境石
を見通した海上線が岡山・兵庫県境である。 昔の景地。

87 㖹戸ᓥ（⯪␒所跡） ● 8 ● ● ●

池田㍤ᨻは鳥᧙村㖹戸ᓥにᘚ財ኳ・ఫྜྷ・八幡の三神を♭って海上Ᏻを♳った。大津川河口地域のᖸ拓を計画し
ていたためとఏわる。慶長10（1605）年に八幡神は尾ᓮに㑄された。また赤穂⸬ὸ野長直が新田開発の㝿、この地の
土を採取して97町歩余りの水田を開いた。またこの地に⯪␒所を設け内海⯟行の⯪を┘どしたという。

88 ⚟ᾆሷ田බ園 ● 8 30 ●
国道2号ἢいにあり、流下ᘧሷ田のᯞ᮲架の䝰ニュ䝯ントが整備されている。広場は入ሷ田が䝰䝏ー䝣であり、東屋は
㔩屋風となっている。

89 ＪＲ備前⚟河駅 ● 7 27 ●
㻶㻾赤穂線の駅名。合ేにより現在は赤穂市であるが、かつて備前であったことが駅名より៖れる。

90 ＪＲኳ和駅 ● 27 ●
㻶㻾赤穂線の駅名。昭和38（1963）年に開設された。

91 鳥᧙Ⲩ神社⊺子⯙ ◎ 8 33 ●

⊺子⯙はఀໃ⣔の神楽⊺子であり、豊సを⚃い、神にឤㅰする⯙として明治後༙頃に千種川筋の高野・木津・高㞝➼
の⊺子⯙を⩦ᚓして始められたもので、不సの年には⯙うことはなかった。16種類の⯙があり、Დ子⊺子など市内㝶一
のⱁ⊺子が≉ᚩで、市指定無形民俗文化財となっている。

92 ⚟ᾆ ● 32 36 ● ●
地名。自然地形と大Ꮠ名（ふくら）から古代は大きな入海(‴)であったことがわかる。

93 折方 ● 32 ● 地名。ヲ⣽は不明であるが、江戸時代のグ㘓には織₲・織方があり、ᶵを織っていたことに由᮶するという。

94 鳥᧙ ● 32 ● 地名。鳥᧙村。

95 ∾（┿木） ● 32 ● 地名。┿木村。

96 㮁和 ● 36 ●
地名。明治9(1876)年に┿木村36戸と鳥᧙村68戸が合ేした。頭文Ꮠの┿と鳥を合体した「㮁」を㑅び、௰Ⰻく発展しよ
うと「和」をつけた新地名である。

97 ኳ神山 ● 36 ● 地名。古ቡのところにኳ神社(明治後期に移した)があったことによる。現在は山がᏯ地となっている。

98 ᜊケ(ᜊノ) ● 32 35 ● ●
地名。広ᓥὸ野⸬㡿より流されてここにఫみ╔いた漁ᖌがあるとき㐼難したのをᝒしんでጔが入水したことによるという
（赤穂の昔話）。またᜊの松原備前境ともいわれた。

99 ⥘ᓮ ● 7 32 35 ● ●

地名。大津川河口ྑ岸の地名。現在はᇙめ立て地となっているが、⥘ᓮから南西の古池へ至る海岸線は、瀬戸内海の
多くの海岸線と同様に、㝣地が海の中にỿみこんだ≧態を示すỿ㝆ᛶ海岸である。赤穂の昔話「ᜊヶ」の⯙台となっ
ている。（赤穂の昔話）

100 石ケᓮ ● 36 ● ● 地名。江戸時代の中ごろまでは大石の山が海中に✺ฟしていた景の地。

101 大Ἡ ● 8 27 36 ● ●
地名。Ἡまりとは、海辺で大風を防ぐ入江、⯪をಀ␃するのにᏳな場所をいう。大Ἡは40ᩘ㌺の大集ⴠであったよう
であるが、は㌺屋、㌺屋、入㟁に移ఫしている。

102 ⯪㞃 ● 8 27 36 ● ● 地名。ᖸ拓前、漁業者が風を㑊けて⯪をಀ␃していた。風から⯪を㞃したところから付いた地名。

103 古池 ● 8 ● ● 地名。300～400年前より人がఫみ╔いたとされる。の集ⴠ地は❑地（古池）で、Ἀは㐲ὸであった。

104 ┿尾㰯 ● 8 ● ● 地名。⥘ᓮと┿尾㰯を結んだラインが、も赤穂市と岡山県᪥生町に関する漁業ᶒの境⏺となっている。

105 ⯺Ἡ ● 27 ● ●
地名。㐵㝳使時代からの風よけ、₻待ちのための⯪がἩするための入江であり、当時一度に⯺の⯪がἩしたと
ఏわる。




